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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
火
星
人
の
戸
惑

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
８
７
４
Ｆ

【
作
者
名
】

　
吐
露
非
狩
古
鬱

【
あ
ら
す
じ
】

　
地
球
が
火
星
侵
略
？
火
星
人
も
苦
労
し
て
る
ん
で
す
…
…
…



2

（
前
書
き
）

３
０
分
位
で
書
き
ま
し
た
。

長
編
抱
え
て
る
身
で
何
書
い
て
ん
だ
、
と
か
言
わ
な
い
。

火
星
人
が
見
付
け
た
火
星
探
査
機
。

火
星
人
が
初
め
て
見
る
『
兵
器
』
（
？
）
。

そ
ん
な
馬
鹿
火
星
人
達
の
地
球
侵
略
作
戦
会
議
で
す
。
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太
陽
系
第
四
惑
星
、
火
星
―
―
―

の
裏
側
―
―
―

赤
い
大
地
の
片
隅
で
、
暗
闇
に
支
配
さ
れ
た
山
の
頂
上
で
何
や
ら
、
タ
コ
み
た

い
な
足
が
や
た
ら
と
多
い
、
ニ
ョ
ロ
ニ
ョ
ロ
し
た
真
っ
赤
火
星
人
が
秘
密
会
議

を
し
て
い
た
。

何
故
か
ち
ゃ
ぶ
台
ら
し
き
岩
を
前
に
、
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
真
剣
な
顔
を
し

て
ウ
ネ
ウ
ネ
話
し
て
い
る
。

「
＃
〇
↑
？
『
＝
％
【
〇
＃
！
！
！
！
！
」

し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ
い
。
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「
こ
こ
か
ら
＃
！
キ
ロ
（
翻
訳
不
可
）
の
青
い
星
『
〇
』
（
多
分
地
球
の
事
）

が
侵
略
目
的
で
飛
ば
し
た
ロ
の
箱
（
多
分
火
星
探
査
機
）
が
我
々
『
％
＝
！
＝
；

』
に
（
も
は
や
解
ら
な
い
）
近
付
い
て
い
る
」

「
『
〇
』
は
…
：
・
：
―
×
（
流
行
語
）
な
の
だ
な
？
」

「
間
違
い
な
い
」

タ
コ
火
星
人
は
真
っ
赤
な
顔
を
更
に
赤
く
し
て
ち
ゃ
ぶ
岩
を
ダ
ン
ダ
ン
と
ウ
ネ

ウ
ネ
叩
い
た
。

若
干
気
持
ち
悪
い
。

「
仕
方
な
い
」

議
長
ら
し
き
頭
の
デ
カ
イ
火
星
ダ
コ
が
言
っ
た
。

「
ま
ず
は
ロ
箱
を
破
壊
し
よ
う
」

「
し
か
し
：
；
；
：
゜
…
―
‥
！
」

「
〇
×
‘
、
（
名
前
）
流
行
り
だ
か
ら
っ
て
＃
〇
…
＠
を
（
多
分
『
流
行
語
』
）

使
う
の
は
や
め
な
さ
い
」

「
す
み
ま
せ
ん
」

〇
×
‘
は
ウ
ネ
ウ
ネ
謝
っ
た
。

「
さ
あ
、
行
く
ぞ
」

真
っ
赤
星
人
は
銀
色
の
、
緩
や
か
な
楕
円
の
フ
ォ
ル
ム
の
レ
ー
ザ
ー
銃
を
一
丁

ず
つ
持
っ
て
火
星
の
大
地
を
進
ん
だ
。

足
が
い
っ
ぱ
い
有
る
ん
だ
か
ら
銃
い
っ
ぱ
い
持
て
よ
、
と
か
言
わ
な
い
。

火
星
人
は
歩
く
の
が
大
変
な
の
だ
。
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だ
が
、
確
か
に
最
後
尾
の
〇
×
‘
だ
け
は
、
レ
ー
ザ
ー
銃
を
六
丁
く
ら
い
持
っ

て
い
る
。
無
茶
だ
。

赤
い
大
地
は
『
〇
』
の
ロ
箱
の
足
跡
で
荒
ら
さ
れ
て
い
た
。

「
こ
の
足
跡
は
！
？
」

「
お
い
！
！
〇
×
‘
待
て
！
迂
闊
に
近
付
く
な
！
！
＃
《
。
〇
（
多
分
兵
器
）

か
も
知
れ
ん
！
」

タ
イ
ヤ
足
跡
に
近
付
い
た
〇
×
‘
を
制
し
た
。
タ
コ
足
が
ピ
ク
ッ
と
止
ま
る
。

「
危
な
い
…
…
」

た
か
が
タ
イ
ヤ
跡
で
ビ
ビ
っ
て
し
ま
う
の
は
火
星
人
の
悲
し
い
サ
ガ
で
あ
る
。

「
〇
＊
～
゜
！
（
名
前
）
ロ
箱
を
見
付
け
ま
し
た
！
」

確
か
に
タ
コ
足
が
指
す
方
向
に
火
星
探
査
機
が
あ
る
。

荒
野
を
進
む
探
査
機
は
タ
イ
ヤ
跡
（
＃
《
゜
〇
）
を
付
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
進

む
。

「
あ
れ
は
…
…
何
で
し
ょ
う
」

「
…
…
…
恐
ら
く
…
》
《
《
〇
だ
」

え
ら
く
真
面
目
な
顔
で
そ
う
言
っ
た
。
何
て
言
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
？

「
〇
＃
＿
゜
！
！
ロ
箱
の
表
面
に
穴
が
！
」

確
か
に
小
さ
な
突
起
が
至
る
所
に
付
き
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
十
字
の
穴
が
空
い

て
い
る
。

「
ん
ん
…
…
…
ま
さ
し
く
レ
ー
ザ
ー
銃
だ
！
」

た
だ
の
ネ
ジ
だ
よ
。

「
よ
し
！
撃
て
！
」

何
故
か
地
球
製
っ
ぽ
い
引
き
金
が
付
い
た
銃
を
タ
コ
足
で
頑
張
っ
て
引
く
。

使
い
辛
そ
う
だ
。

六
丁
の
レ
ー
ザ
ー
銃
を
も
っ
た
＿
〇
゜
。
さ
ん
は
レ
ー
ザ
ー
銃
自
体
に
ウ
ネ
ウ

ネ
と
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
。

火
星
探
査
機
は
呆
気
な
く
爆
発
し
て
吹
っ
飛
ん
だ
。

「
弱
っ
！
！
」

「
何
だ
！
！
」

「
罠
だ
！
！
」
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「
〇
，
＃
：
」

「
／
＝
＞
＆
」

「
！
！
！
！
」

「
？
？
？
？
」

「
ウ
ネ
ウ
ネ
」

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
を
述
べ
ら
れ
た
。

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
は
突
然
吹
っ
飛
ん
だ
火
星
探
査
機
の
断
末
魔
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

「
高
か
っ
た
の
に
…
…
」

「
何
だ
！
予
想
外
に
弱
い
ぞ
！
」

「
％
：
＆
ぷ
＿
〇
８
８
８
８
！
！
！
！
」

「
黙
れ
！
う
る
さ
い
！
」

流
行
り
語
で
喚
い
た
真
っ
赤
星
人
を
、
ベ
チ
ベ
チ
と
（
そ
の
名
の
通
り
）
タ
コ

殴
り
に
し
て
黙
ら
せ
る
。

「
緊
急
会
議
だ
！
」

「
『
〇
』
を
『
´
３
＝
〇
』
（
多
分
望
遠
鏡
）
で
細
か
く
見
て
み
た
」

火
星
の
石
で
赤
い
大
地
に
ウ
ネ
ウ
ネ
な
図
を
書
く
。

「
『
〇
』
の
周
り
に
ロ
箱
が
大
量
に
浮
か
ん
で
い
た
」

ウ
ネ
ウ
ネ
か
つ
、
半
円
の
『
〇
』
を
の
周
り
に
点
を
打
つ
。

「
恐
ら
く
〇
／
¥
＝
だ
（
兵
器
…
か
な
）
」

「
や
は
り
全
て
レ
ー
ザ
ー
を
付
け
て
る
」

だ
か
ら
ネ
ジ
だ
っ
て
。

「
恐
る
べ
し
…
…
『
〇
』
…
…
」

「
で
」

「
誰
を
」
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「
呼
ぶ
の
だ
」

三
人
（
？
）
の
火
星
人
は
緊
急
動
議
に
よ
り
、
幾
つ
か
の
宇
宙
人
種
族
に
、
地

球
侵
略
を
委
託
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
何
人
か
の
火
星
人
も
派
遣
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。

「
や
は
り
＠
‥
＠
¥
だ
ろ
う
」

と
言
っ
て
、
頭
の
横
に
ザ
ン
バ
ラ
ド
レ
ッ
ド
ヘ
ア
ー
に
仮
面
の
人
型
を
地
面
に

描
く
。

「
い
や
】
＝
⊃
だ
」

と
言
っ
て
、
頭
が
異
様
に
長
い
猫
背
で
尻
尾
の
宇
宙
人
を
描
く
。

「
い
や
●
д
●
だ
」

頭
が
デ
カ
イ
真
っ
白
ガ
リ
ガ
リ
黒
目
宇
宙
人
。

「
い
や
△
～
だ
」

何
だ
か
無
駄
に
デ
カ
イ
円
盤
に
乗
り
た
が
る
宇
宙
人
。

「
し
か
し
、
あ
い
つ
ら
触
手
ば
っ
か
付
け
て
気
持
ち
悪
い
だ
ろ
う
」

人
の
こ
と
言
え
ん
だ
ろ
う
が
。

「
や
た
ら
と
好
戦
的
だ
し
」

「
＠
＃
》
だ
し
（
多
分
悪
口
）
」

「
で
」

「
誰
を
」

「
派
遣
す
る
」

ま
た
三
人
だ
。

「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
」

「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
」

「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
」

「
君
が
」

「
い
や
君
が
」

「
ど
ー
ぞ
ど
ー
ぞ
」

「
お
前
が
行
け
！
」

「
＃
～
△
＝
＆
！
！
」

「
：
。
；
…
！
！
！
」
―
―
―
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結
局
何
回
か
起
き
た
宇
宙
人
地
球
侵
略
作
戦
で
、
何
人
か
の
火
星
人
を
派
遣
し

た
が
、
役
に
は
立
た
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

火
星
人
の
一
部
過
激
派
が
極
東
の
島
国
を
何
度
も
襲
っ
た
り
し
た
の
だ
が
、
そ

れ
は
ま
た
別
の
話
だ
―
―
―
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（
後
書
き
）

火
星
ダ
コ
が
地
球
侵
略
会
議
を
開
い
た
風
景
を
想
像
し
た
ら
妙
に
笑
え
た
の
で
、

一
気
に
書
い
て
み
ま
し
た
。

馬
鹿
映
画
っ
ぽ
い
匂
い
を
加
味
し
、
ち
ょ
っ
と
変
な
話
に
な
り
ま
し
た
。

も
う
少
し
掘
り
下
げ
れ
ば
良
か
っ
た
か
な
？
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

火星人の戸惑
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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